
226　社学研論集　Ⅶ1.10　2007年9月

論　文

アウトリーチする美術館
-ルイジアナ近代美術館「難民児童パイロット・プロジェクト」の意義-

木　下　　　鍍*

1. はじめに

作品は美術館展示室のために制作されるわけ

ではない。今日では,街中でイベントのように

展開される作品も存在する。 そういった展示室

に収めるのが困難な作品も含め,美術館は新し

い美術の動向や,特定のテーマをめぐる様々な

表現を一同に集め展示する。 そして,その展覧

会の文脈をともなって,作品の価値が定着して

ゆくことも多いのである。 美術館は価値判断を

担っているといえよう。 多様な表現を評価して

いく場であるからこそ,美術館は多様な価値観

に照らされるべきではないだろうか。 それは,

個々の美術館の使命,収集・展示方針,経営理

念,人事,広報,教育普及などに反映できるで

あろう。本論文では,作品が街に出て行ったよ

うに,美術館が様々なコミュニティーにアプ

ローチする教育普及プログラムに注目する。

20世紀に入り美術の作品ジャンルは多様化

し,戦後は世界各地で美術館が建設されてき

た。そして作品,展覧会,ビジターの移動をと

もなうグローバル化が進んでいる。 また経済環

境の変化により,経済効率も追求する美術館も

増えている。このような状況において,美術館

の存在意義は問い直されている。 日本では博物

館法改正を前提に『新しい時代の博物館制度の

在り方について』[2007]という中間報告が文

部科学省から発表された。 それら国内外の美術

館および博物館をめぐる議論では,コミュニ

ティーあるいは地域社会(1)との連携という目的

が目立つようになった。

実際にビジターとして訪れている人びとだけ

を対象とするのではなく,積極的に外部の団体

などと協力してプログラムが実施されている。

対象は児童・学生,少数民族,障害者,高齢者

などさまざまである。 コミュニティーとの連携

は,こうした「アウトリーチ」という形で現れ

てきた。美術館がコミュニティーとの連携に意

義を兄いだそうとすることが,アウトリーチ・

プログラムの背景にあることを検証する。

事例として,ルイジアナ近代美術館で試験的

に行われた赤十字庇護センターの難民児童を対

象としたプロジェクトを取り上げ,21世紀にお

ける近代美術館のプログラムとしての意義を指

摘する。

本論文では,2. で美術館の増加と多様化,

作品やビジターの移動をともなうグローバル化

を含む背景を論じ,美術館および博物館の意義
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についての議論を「コミュニティーとの連携」

に求めるものと,「コレクションを築き守るこ

と」に第一義を置くものがあることを示す。 特

に同時代の作品を扱う近代および現代美術館の

特徴から「コミュニティーとの対話が必要であ

る」という観点よりアウトリーチ活動を論じ,

その具体例も紹介する。 3. では,ルイジアナ

近代美術館の「難民児童パイロット・プロジェ

クト」について,美術史的な教育だけではなく,

作品を介してなされた問いかけや対話が美術館

の意義を再認識することにつながる,という視

点から考察する。 そして4. では,美術館の意

義に対する回答の一つが,アウトリーチという

形で現れていることについて述べ,また,今後

のアウトリーチにおける課題や展望をまとめ

る。

2. 再考される美術館の「意義」

2-1. 問い直しされるようになった背景

世界の博物館数は現在5万を越えている。

「MuseumsoftheWorld」[Bartzetal. eds. 1992,

ShultzandEggorseds. 2005]には,1992年から

2005年の13年間で23,997館から53,017館が掲載
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されるようになった。 アメリカの連邦機関,博

物館・図書館サービス機構InsthteofMuseum

andLibraryServices(IMLS)は,全米の博物館

数を17,500と推定[AAM2006]しており,EU

諸国を中心としたNetworkofEuropeanMuseum

Organisations(NEMO)(2)は,ヨーロッパの博

物館数を15,000以上と見込んでいる[NEMO

2003]。
日本では,文部科学省の社会教育調査

によると博物館は5,614館あり,美術館はその

約20%にあたる1,087館を数える[文部科学省

20061c

博物館の歴史が長いヨーロッパでも,EU

諸国の博物館の半数以上は戦後に設立された

[NEMO2003]。 日本においても戦後に増加し

ており,美術館の場合1980年代から急速な伸

びを見せ,1990年代前半にピークがあり,まだ

増加は続いている[表1]。 アメリカでは美術

館の半数以上は1970年以降に設立されたといわ

れ,現在も新設や増築などが進められている

[Cuno:2004:17]このように美術館の数は増

え,さらに扱う作品のジャンルは多様化してい

る。

ジャンルは,従来の絵画と彫刻だけではな

表1　開館年別美術館数

・#c*T<SXJ<sr4<&JxA*
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出典:文部科学省平成17年度社会教育調査報告書のデータより作成



228

く,20世紀に入り写真,ビデオやコンピュー

ターを用いたメディア・アート,展示空間全て

を作品とするインスタレーション,音を用いる

サウンド・アート,公共の場に設置するパブ

リック・アート,その場限りのパフォーマンス

など演劇,音楽,ダンス,映画,文学といった

他分野とも交差する表現が行われるようになっ

た。それは,美術館の展示室にも変容をもたら

し,対象作品のジャンルを限定した美術館の誕

生にもつながった。

ジャンルの多様化は,戦後になって世界各地

に開館した同時代の作品を扱う近代美術館(3)の

収蔵作品に現れている1986年に開館したパリ

のオルセー美術館Museed'Orsayは,主に古典

を扱うルーヴル美術館MuseeduLouvreと近代

以降に焦点を合わせるボンピドゥ-・センター

国立近代美術館MuseeNationaldArtModerne,

CentreGeorgesPompidouとコレクションの分配

を年代で行ったため,1848年から1914年という

限定された時代の作品を収蔵している。
そして

この時代は,その後増えてゆく新しいジャンル

の一つとして写真が活用され始める時期と重

なっている。オルセー美術館のコレクション検

索サイトにある作品のジャンルは,「写真」も

含めた7ジャンル[表2]になっている。これ

に続く時代の作品を収蔵するボンピドゥ-・セ

ンターの検索サイトでは,22ジャンル[表3](4)

と3倍になっている。
ちなみに,近代美術館の

原型といわれる1929年開館のニューヨーク近代

美術館ModernMuseumofArt(MOMA)の検

索サイトでは,14ジャンル[表4](5)設けられ

ている。時代とともに,ジャンルは多様化して

きたといえよう。

そして美術館のなかには,特定の時代(東京

表2　オルセー美術館収蔵品ジャンル

d essin d arch itectu re et デ ッサ ン

d arts decoratifs (建築 , 装飾美術)

m 芭daille メ ダル

objets d art 工芸

pastel パ ステル画

peinture 絵 画

ph otographie 写真

sculpture 彫刻

出典:Collectionsindex-Disciplinesinbttp://ii

mu∫ee-or. ∫ay.fr/en/collections/index-of-works/seaγcb

by-li. ∫ts/rech-/i∫蝣te-di∫Cがine.html?no_cache-l&S-0

(30May. 2007)

表3ボンビドゥ-・センター収蔵品ジャンル

Peinture 絵画

D essin デ ッサ ン

E stam pe 版画

R eproduction

photom ecan ique

写真技術 による複製

P hotographie 写真

Sculpture 彫刻

O euvre en 3 dim en sion s 立体

O bjet オ ブジェ

O euvre textile テキス タイル

N ouveaux m edias ニ ュー . メデ ィア

C ineim 映画

D esign graphiqu e デ ッサ ン

D essin design デザ イン . デッサ ン

O bjet/D esign 工芸/ デザ イン

A rchitecture interieure 室内建築

P ublicati on,livre,reliu re 出版, 書籍, 雑誌

A rchitecture 建築

D essin d architecture 建築 デ ッサ ン

E lem ent d architecture 建築要素

M aquette d architecture 建築模型

P hotographie

d architecture
建築写真

Peinture d architecture 建筆絵画

出典:LaCollectionduMuseenationaldArtModerne

inhttp://collection. centrepompidou.fr/inter/index.

phf? checkbr-l(30May.2007)
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表4　ニューヨーク近代美術館収蔵品ジャンル

A rchitecturalD raw ing 建築 ドローイ ング

A rchitecturalM o del 建築模型

D esign O bject デザ イ ン工芸

G raph ic D esign グラフィ ック . デザ イ ン

(M ie s v a n d er R o h e (ミ ー ス . フ ア ン . デ

A rchive) ル . ローエ資料)

D raw ing ドロー イング

R im 映画

Illu strated B ook 挿絵つ き書籍

In stallation イ ンス タレー シ ョン

M edia メデ ィア

M ultiple マルチプル

P ain ting 絵 画

P h otograph 写真

P rint 版 画

Sculpture 彫刻

出典:Searchthecollectioninhttp://w-w. moma. org/

・ollection/search.php(30May. 2007)

都現代美術館)辛,地域(福岡アジア美術館),

ジャンル(東京都写真美術館,町田市立国際版

画美術館)に絞った美術館もあれば,一人の芸

術家に限定した美術館(川崎市岡本太郎美術

館)も存在する。 また,国公立の美術館(国立

西洋美術館)もあれば,民間の美術館(原美術

館)もある。 立地も都心だけではなく郊外(神

奈川県立近代美術館葉山館),そして避暑地(セ

ゾン現代美術館)といった地方の観光地にも建

設されている。

また,コレクションを持たない展覧会ス

ペースとしてのアート・センターもアメリカ

博物館協会AmericanAssociationofMuseums

(AAM)の定義では博物館として認めている

[AAM2000L現在,改定が協議されている国

際博物館会議InternationalCouncilofMuseums

ICOMの博物館の定義についても,コレク

ションを持たない機関も含めるべきか否かの

議論がある。 「博物館は収集するためにある

のか? あるいは情報を提供するためにあるの

か?」[Donahue2004:4]という問いは,その

目的がビジターへのサービスやコミュニティー

との関係に重点が置かれてきたことを反映して

いる。

一方で海外から作品を借用したり,企画展を

巡回させたりすることも盛んになった。 ルー

ヴル美術館に行かなくとも,上野で「ミロの

ヴィーナス」(1964年,国立西洋美術博物館)

や「モナリザ」(1974年,東京国立博物館)が

鑑賞できる機会が作られるようになった。 ま

た,日本ばかりでなく,世界でも多くのビジ

ターを集める展覧会に印象派の絵画展がある。

アートニュースペーパーTheArtNewspaper

集計の世界の展覧会ビジター数(-El当たり)

ランキング[2006:30]では過去10年間でモネの

展覧会だけで3回,上位10位に入っている。 人

も作品も移動するようになり,世界各地で同じ

傾向の展覧会が見られるような状況も生まれて

いる。

こうした変化のなかで,「そもそも美術館と

は何であるのか」,そして「この美術館は何を

するべきであるのか」が見直されている。

2-2. 存在意義をめぐる議論

この議論については,意見が大きく分かれ

る。一つは,美術館はコレクションなどを用い

て行うサービスやプログラムを提供することが

使命であるとする意見である。 もう一方で,「コ

レクション」があってはじめて美術館といえる

のであって,コレクションを維持し,向上させ

ることが第-の使命という考えである0

1960年,ユネスコ(UNESCO)の総会では,
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「博物館をあらゆる人に開放する最も有効な方

法に関する勧告」[UNESCO1961]が採択され

た。そこでは,「大衆教育と文化の普及に清新

なる刺激を与え,人種・性又は経済的・社会的

差別なしに,教育の機会均等の理想を推進せし

めるため人々の間に協力を醸成することによ

り,人々の間に相互理解を増進するための仕事

に協力し,且つ知識を保存し,増大させ,さら

に普及する」[UNESCO1961]ために,「地域

社会における博物館の地位と役害IjJが項目に掲

げられた。「博物館は,各地域で知的,文化的

中枢として奉仕すべきである。よって,博物館

は地域社会の知的,文化的生活に貢献すべく,

地域社会はこれに対し博物館の活動と発展に参

画する機会が与えられるべき(であり)-博物

館と,職業団体,労働組合,商工業企業の社会

事業部のような地域団体との間に緊密な関係を

樹立すべきである」[UNESCO1961]としてい

る。

アメリカでは,教育を目的に公共機関として

主に民間の手により博物館が設立されていっ

たのであるが,「多くの博物館は,公共性の拡

大に充分な努力を行っておらず,サービスす

べき多様な利用者にとって真の学習センター

となっていない」[AAM1992]といった問題を

認識した。解決にむけた報告書『卓抜と均等

ExcellenceandEquit週[AAM1992]には,「教

育的役割が支持され強化されながらも,教育と

いう言葉が依然として,児童・生徒向けの特定

の事業を意味しがちな」現状を批判している。

そして行動計画において,「年齢,能力,社会

階層,人種または民族的起源のいかんにかかわ

らず,従来にもましてあらゆる人々を歓迎する

場所(となり)一地域社会と深くかかわり,港

在的な利用者のニーズと希望に即した事業を実

施するために,力をあわせて長期的な努力を

行わなければならない」[AAM1992]としてい

る。そして,「他の博物館,大学,小中高校,

図書館,視覚・舞台芸術グループ,報道機関,

資料保存機関,さらには,社会奉仕団体や,市・

州政府機関など」[AAM1992]と連携すること

を提唱している。ユネスコの勧告から30年過ぎ

ていたが,あらためて教育の機会均等,そして

コミュニティーとの連携を確認することになっ

た。

さらにAAMでは,1998年より「博物館とコ

ミュニティー・イニシアチブ」を設置し,博物

館の代表者たちの対話を始めた。議論を重ねる

なかで定義されたコミュニティーとは,「1.

同じ地域の一つの行政区域内の住民の集団,あ

るいはそういった集団が居住する地区または地

域。2. 共通の興味を持つ人々の集団(科学コ

ミュニティーや国際ビジネスコミュニティー

など)0あるいは社会のなかで明確な区分を形

成していると認識される集団(ゲイ・コミュ

ニティーや有色人種のコミュニティーなど)」

[Merritt2004:1]である。博物館にとってのコ

ミュニティーには,地理的なコミュニティーと

共通の関心で結ばれたコミュニティーが存在す

る。

AAMはコミュニティーへの取り組みに関す

る自己評価の基準として,意思決定のための情

報収集の対象範囲と,経営の支援がどこからく

るか,そして取り組みの浸透について調査する

ことを提案している[Morris2004:6,8]c具体

的には,地方自治体や経済開発局や観光局と協

力して地域の人口および観光客に関する理解を

深めているか,コミュニティーと共同開発し
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たプログラムの割合や職員に占めるコミュニ

ティー出身者の割合を把捉しているか,芸術家

団体や教会,博物館,図書館,収集家,学識

者,学生といった外部の非営利団体などと協

力してプログラムの考案や資金集めをしてい

るか,といった評価基準が並ぶ。 そして,コ

ミュニティーとつながるためのアウトリーチや

マーケテイングといった部署も指標としている

[Morris2004:6,8]c

イギリスの博物館協会MuseumAssociationの

理事長マーク・テイラーMarkTaylor[五十嵐

2007]も,博物館のステークホルダーは,納税

者,政治家,公務員,学界,ビジネス業界,利

用者,スポンサー,将来の仕代,職員であると

し,彼らが求めているものとして周知,力と影

響力,経済的インパクト,投資に見合った価値,

上質,学識,理解,教育,コミュニティーの結

束があると指摘する[五十嵐2007]cコミュニ

ティーの結束とは,ソシアル・インクルージョ

ンsocialinclusion(6)であり,「博物館は,社会の

全ての部分を一同に集める役割を果たし得る。
貧困,低学歴,人種により社会の周辺部にいる

人々が中心課題となる」[五十嵐2007:8]。 実

際イギリスでは,インクルージョンと呼ばれる

プログラムが博物館や美術館で行われている。

ボイラン[Boylan2006]は博物館の雇用拡大

について,館数の増加だけが原因ではなく,博

物館が果たすべき役割の急速な拡大にも起因し

ていると指摘する。 その役割とは,博物館を含

む社会とコミュニティーにおいてますます広が

る教育的,社会的役割のことである。 先進国の

都市に限らず,ムンバイやメキシコ市,リオデ

ジャネイロといった都市圏においても,今ま

で社会的な隔たりや不利な条件のもとにあっ

た人々(人種的少数派,移民,障害者,貧困層

など)へ届き,彼らが参加出来るような博物

館活動が行われているのである[Boylan2006:

417-4181。

博物館関係者たちが議論してきたことを歴

史的に振りかえるため,メレスMairess[1998]

は,第一次大戦後に国際連盟により設立され

たInternationalMuseumOffice(IMO)の機関誌

『ムセイオンMuseion』(1927年から1946年まで

発行)とユネスコの『ミュージアムMuseum』

(1948年から現在にいたる。 現在は『Museum

International,』)の記事を分析した。 メレス

[1998:26]によると,『ムセイオン』において

もトピックとして博物館の社会における役割な

ども語られているが,むしろこの時期は大戦間

にあたり,関心が高かったのは,文化遺産の保

護,保存,被災予防措置であった. 『ミュージ

アム』になり,1970年代初頭までは教育活動と

展覧会が紙面の大きな割合を占めていた。 ま

た,新たなテーマとして開発と環境についての

議論も活発になる。 そして1980年代半ばには文

化遺産の違法取引や返還問題に関心が集まり,

一方でコミュニティーの参加や文化的アイデン

ティティーが取り上げられるようになる。 メレ

スは,社会における博物館の立場や,公衆と

環境との関係がどうあるべきか,という問い

から「ニュー・ミュゼオロジーnewmuseology」

が生まれたとしている。 ロスRoss[2004:84]

は,1970年代以降顕著になる博物館の再帰性

re且exivityが,限定的で社会的区分を生み出すよ

うな博物館を,広く開かれた多元的で多文化的

なものへ変化させ,その変化が「ニュー・ミュ

ゼオロジー」であると説明する。 この再帰性が,

現在の問い直しの根底にあると考えられる。
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日本では,博物館法に則った登録博物館は,

865館で全体の15%に過ぎないこと,登録審査

が学芸員の有無,開館日数など定量的な基準が

中心になっていることなどを理由に,博物館法

改正が協議されている。『新しい時代の博物館

制度の在り方について(中間まとめ)』[文部科

学省2007]において,新しい基準は,経営,

資料,交流の三点を基本に検討されている。交

流について,人々に支えられる博物館かどうか

という観点をあげ,「学校,家庭及び地域の連

携の中核になる等,地域の活性化の役割も一層

促進することができる」[文部科学省2007]と

している。

文部科学省による委託事業の報告書『博物

館の望ましい姿』[日本博物館協会2003:23]で

は,「地域社会」について,行政区城に限定せ

ず,博物館が扱うテーマに即した範囲を考慮

し,館の使命や方針に応じて地域社会との関係

づくりに取り組むことを提案している。「市町

村立の小規模な博物館であっても,ある特定の

テーマについて深く掘り下げることを使命とす

るならば,対象地域は日本全国,世界になる」

[日本博物館協会2003:23]と説明する。対象

のコミュニティーを設定すること,またそれに

先行して博物館の使命を明確にすることが必要

であろう。

施策としては,文化庁の美術館・博物館振興

策「地域の文化芸術拠点の創出」がある0国

内外の美術館・博物館の管理運営状況に関す

る調査そしてガイドライン策定を目的とした

「まちに活きるミュージアム構想」[文部科学省

2005]と,地域の子どもたちが本物の美術・文

化財に触れる機会を提供し,文化資源を生かし

たまちづくりのための「ミュージアムタウン構

想」[文化庁2007:2-3]である。運営への住民

参画の状況を把握し,地域全体で行う事業を支

援するといったコミュニティーを基礎にした構

想である。

このように,いまや欧米においても,日本で

も,ボイランの指摘するように発展途上国にお

いても,博物館の存在意義についてコミュニ

ティーの視点は欠かせなくなる傾向にある。し

かし,一方で,あくまでもコレクションが美術

館の存在理由であるという認識もある0

2004年と2006年に日本で開かれた「21世紀

ミュージアム・サミット」(7)には,欧米の美術

館長などが招かれた。元オルセー美術館長で

あり,前フランス美術館総局長であるフラン

ソワーズ・カシャンFrangoiseCachin[2006:83,

84]は「まず,美術館というのは,収蔵品の質

が重要である。そしてまた,あまり来館者が来

ないとしてもそれを問題にしてはいけない。

五十年経ったら来館者が増えるかもしれませ

ん。今の流行に流されてはいけない」と語り,

「もし収益性ということだけを考えれば,お金

を得るためにコレクションを売ることも選択肢

に入ってきてしま(う)」と発言した。

イギリスのコート-ルド美術研究所教授・

美術館長(当時(8)¥ジェームズ・クノーJames

Cuno[2006:85-89]によれば,「ミュージアム

は公共機関であり・-作品を購入し,保存し,そ

して解釈をし,人々に供するということによっ

て公益に資することを約束しており-いわば公

益信託だと言える…公益のために美術作品を

収集することだけが,ミュージアムのなすべき

ことのすべてを規程する」とし,「永続する結

果をもたらす場であるべき(であり)-・現在の

ためのみならず,将来のためでもある」。
カシャ
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ンもクノーも,作品を将来に残すことを重視

し,長期的な観点の必要性を説く。

そして近代美術館からも,コレクションの重

要性は強調された。 ボンピドゥ-・センター

国立近代美術館長,アルフレッド・パックマ

ンAlfredPacquement[2006:134]は「美術館が

存在する真にして唯一の理由というのは,コレ

クショシを保存して研究すること,拡張するこ

と,そしてコレクションと対話しながら,展示

等のイベントを主導すること」と述べる。

しかし,ここで確認するべきことは,美術館

の意義は単一ではなく,また特に現代の作品が

扱われる場合,美術館とコミュニティーの連携

にとってだけではなく,作品にとっても対話

が求められているという点である。 サンフラ

ンシスコ近代美術館長ニール・ベネズラNeal

Benezra[2006:160]は,「時の試練と歴史の審

判に耐え,美術の傑作の歴史に身を捧げたメト

ロポリタン美術館のような美術館と,いま我々

の生きている時代の美術に専念する現代美術館

との相違点」として,「美術史のための美術館

はすでに書かれた歴史を権威を持って語るのに

対し,現代美術館は歴史を書いているという立

場にあり-来館者と対話する責任があ(る)」

と現代美術を扱う美術館の特質を説明する。
「私どもは提案するのです。 明確な答えを提供

するのではなく,むしろ疑問を投げかけると

いうところにその使命があるわけです」[ベネ

ズラ2006:160-166]。 そのために,サンフラン

シスコ近代美術飴はビデオ,インターネット,

ポッドキャストといった新しいメディアを用い

た教育コンテンツを開発してきたといえるだろ

う。そして,この美術史観は近代および現代美

術館にとってコミュニティーとの対話へ導く大

きな原動力にもなると思われる。

2-3. コミュニティーへのアウトリーチ

美術館における教育普及の一環として,「ア

ウトリーチ」(9)とよばれる活動がある。 アンプ

ロースとペインAmbroseandPaine[2006:66]

は,「アウトリーチとは,コミュニティーに博

物館のサービスを持ち出す方法。 巡回展や学校

貸出し制度,イベントなどが含まれる。 博物館

の建物の外にいる幅広い人びとへ博物館が接す

る機会」と定義する。 美術館のスタッフが学校

に出張して行う授業や,移動美術館のように作

品を持ち出すような,美術館の外で行われるも

のに限定している場合もある。 しかし,ここ

では場所よりも対象となるコミュニティーに

焦点をあて,美術館内外の活動を含めて,「日

頃,芸術や文化に触れる機会の少ない市民に対

して,文化施設や芸術団体が働きかけをおこな

うこと」[財団法人地域創造2001:ii]をアウト

リーチとする。 この活動は,教育機関や市民団

体といった外部団体と協力して行われることが

多いため,様々なコミュニティーとの連携を実

施する手段となる。

財団法人地域創造(10)の報告書「アウトリー

チ活動のすすめ」[2001]によると,日本では

少なくとも美術館74館,劇場・ホール118館で

アウトリーチが行われている。 対象は,子ど

も,高齢者,障害者などが含まる。 内容のタイ

プは8通り[表5]に分類され,アンケート結

果では美術館で行われている代表的なものに,

体験・創作型ワークショップ事業,教養型セミ

ナー・講座事業,解説付き芸術鑑賞事業があっ

mベネズラの指摘にあったように,作品にとっ



231

表5　アウトリーチのタイプ

タ イ プ 内 容

地域派遣型事業

アーティストを派遣した

り, 作品を外部に持ち出

しておこなう事業

体験 . 創作型 ワーク

シ.ヨッブ事業

芸術を体験 .創作する

様々なスタイルのワーク

ショップ事業

子ども, 青少年, 親子向

け事業

対象を子どもや青少年,

親子向けに特別に企画さ

れた普及事業

解説付き芸術鑑賞事業

専門家やアーティストの

解説と一緒に芸術を鑑賞

する事業

教育普及を主目的とした

展覧会事業

従来型の展覧会ではな

く, 教育普及を主目的と

した展覧会事業

実技指導.専門人材育成 実技指導や芸術の専門家

事業 育成をおこなう事業

教養型セミナー .講座事 芸術の専門的知識を学ぶ

m 事業

施設体験型事業

日頃見られない施設の裏

側や文化施設そのものを

見学 .体験する事業

*一つの事業に上記の要素を複数含むケースが多い。

出展:(財)地域創造『アウトリーチ活動のすすめ』p・

14

ても対話の重要性が兄いだせる現代美術に関わ

る例を以下に取り上げる。東京都現代美術館

では「アーティストの1日学校訪問」におい

て,芸術家が都内の学校を訪れ子どもたちと交

流し,現代美術の動向を子どもたちに肌で感じ

取ってもらうため,創作を主にした活動を展開

している。過去5年間に,御蔵島村立小学校

から私立女子高校まで都内の小学校16校,中

学校4校,高等学校4校を訪問し,計1,239名

がこの活動に参加している[東京都現代美術館

20061。

ニューヨークのホイットニー美術館Whitney

MuseumofAmericanArtでは,高齢者を対象に

した無料のシニア・プログラムを市内の高齢者

組織と提携して1994年より実施している。 市

内のシニア・センター(ll)での「スライド・レ

クチャー」,美術館開館日を利用し自由に見学

できる「アクセス・デー」,そして最後に芸術

家自身が解説することもある,テーマを絞っ

た「ガイドツアー」という一連のプログラムと

なっている。これには一年間のトレーニングを

受けた高校生もガイドとして参加しており,世

代を超えた対話の場にもなっている。同時に,

文化的活動に参加する機会の少ない人,経済的

に恵まれない人,身体に障害のある人なども

参加しやすいようにシニア・センターで「文

化のコラージュ,人生のコラージュCollageof

Cultures,CollageofLives」という出張創作ワー

クショップも行っている[WhitneyMuseumof

AmericanArt2007]o

また,博物館主導ではないが,イギリスのレ

スター大学LeicesterUniversityのリチャード・

アッテンボロー・障害と芸術センターRichard

AttenboroughCentreforDisabilityandtheArts

(RAC)は「形を求めて-触れるための彫刻展

Findingform-anexhibitionofsculpturetotouchJ

を企画し,1988年から1991年にわたり巡回させ

た[Hartley1995:153]。
この企画の特徴は,他

の美術館で見られるような「タッチ・ツアー」

と呼ばれる視覚に障害を持つビジター専用のプ

ログラムというより,一般のビジターも対象に

入れている点と言えるO芸術家や障害者がチー

ムとして準備から加わり,誰にでも鑑賞しやす

い台座を考案し,芸術家による作品解説も含む

内容にした。
この結果,視覚障害者だけではな

く幅広いビジターたちに手で触れることを通し
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て学ぶ機会や,障害者の積極的なイメージを与

えることにもなった[Hartley1995:154]cこの

ように障害のある人もない人も,ホイットニー

美術飴のように高齢者も高校生も一緒に参加で

きるようにすることは,コミュニティ一間交流

の創出というアウトリーチの持つ一つの可能性

を提示しているといえる。 さらに準備段階から

のコミュニティーの参画という点で,RACの

例は進歩的な企画である。 また,芸術家自らが

ワークショプや解説を手がけ,参加者と直接対

話ができるというのも,現代美術が扱われる場

合の特徴である。

3. ルイジアナ近代美術館の「難民児童

パイロット・プロジェクト」

3-. 1.実施プログラム

デンマークにあるルイジアナ近代美術館

LouisianaMuseumforModerneKunst(以下ルイ

ジアナ)は,実業家クヌド・イェンセンKnud

W. Jensenによって1958年に創設された。 ビジ

ターの視点に立ち,「風景と建築とアート」の

関係を重視して建てられた美術館は,ビジ

ターにとって快適な空間を提供している[木

下2006;ニッテイヴ2006:46]c「北方モダニ

ズム建築の傑作」[MagnagoLampugnani2006:

247]とも言われる。 近代美術館としてのコレ

クションと展覧会は世界的に評価されていると

同時に,オアスン海峡をのぞむ自然豊かな環境

は,郊外にも関わらずツーリストの訪れるス

ポットとなっている。 美術館友の会にあたる

「ルイジアナ・クラブ」の会員は3万人を越え,

ビジターからの支持も厚い。 「子どもハウス

Bornehus」では子どもや家族を対象に,無料・

有料のワークショップが開かれている。 担当の

教育普及のセクションはここで開発したメソッ

ドを学校だけではなく,企業などにも対象を広

げ応用している[木下2007]cその新たな試み

の一つとして昨年行われたワークショップに,

「難民児童パイロット・プロジェクト」がある。

子どもハウスで活用してきたサービスを,赤十

字の庇護センターで生活する子どもたちを対象

に試験的に提供された。

2006年3月からおよそ半年にわたり計5回,

7歳から12歳の子ども10名が参加した。 赤十

字のグリブスコフ・センターCenterGribskov

およびサンホルム・到着/出発センター

Modtage-0g-udrejescentretSandholmの二カ所

から集まった子どもたちである。 いずれのセ

ンターも同じ首都圏リージョン(コペンハー

ゲンを含む広域行政区)に属し,ルイジアナ

のある基礎自治体フレデンスボー・コムーネ

Fredensborgkommune近隣のグリブスコフ・コ

ムーネGribskovkommuneとアレロ・コムーネ

Alleradkommuneにある0 両センターとも,保

護者のいない子どもたちも受け入れている施設

である。

難民施設における生活の質が問題になってい

たこともあり,「美術は価値観を与えることが

でき,また,世の中のあらゆることに関係して

いるのだから,このような重要な問題にも関わ

ることができる」と教育普及担当のリーヌ・エ

リ・ハイダーLineAliChayderはプロジェクト

の動機を説明した(12)

子どもハウスでは春・夏・秋に「アート・ス

クールBilledskole」を開いている。
そこでは,

通常週に1回10週間にわたりルイジアナに通

い,毎回テーマにそって,異なる作品,材料を

取り上げ,鑑賞と創作が行われている。 展示室
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では作品を前に,教育普及スタッフの解説や質

問により対話がうながされ,参加者は画用紙に

言葉やスケッチをかきとめる。その後,子ども

ハウスのスタジオで,そのスケッチを発展させ

て絵画や彫刻などを制作する。年齢ごと(41

6歳,7-10歳,ll-14歳,15-18歳)に時間(各

回2時間から2時間半)と曜日が決められてい

る。料金は,10回1コースとして1,400デンマー

ク・クローネ(ルイジアナ・クラブ会員家族は

1,200クローネ。1クローネ:約22円)である。

このプログラムをベースに赤十字のスタッフ

と協力し,施設で生活する子どもに向けて試験

的に5回のコースにしてパイロット・プログラ

ムは実施された。これはルイジアナが無料で提

供した。毎回1時間のガイドツアー後,45分の

制作ワークショップが行われた。

難民生活は不安定である。このプロジェク

ト期間にも庇護センターを出ていく子どもも

いれば,新たに入ってきた子どももいた。そ

のためルイジアナが皆の共通の場所となり,毎

回の決められた流れで行われるプログラムは子

どもたちに安心感を与え,様々な技術やテーマ

に取り組む勇気と創造力を与える場ともなった

[Chayder2007:14]。

ハイダーの報告[Chayder2007:12-15]によ

ると,常設展からはスイス人アルベルト・ジャ

コメッティAlbertoGiacometti(190ト1966の

彫刻,デンマーク人アスガ-・ヨルンAsger

Jorn(1914-1973)の絵画,企画展からはドイツ

人ゲオルク・バゼリッツGeorgBaselitz(1938-)

の絵画,デンマーク人ポール・ケアホルムPoul

Kjserholm(1929-1980)のデザインした家具

スイス人ピピロッテイ・リストPipilottiRist

(1962-)のビデオ作品,イギリス人キース・夕

イソンKeithTyson(1969-)のインスタレーショ

ンなど異なる世代のアーティストによる様々な

ジャンルの作品が題材に用いられた。以下,そ

の報告から二つのテーマを紹介する。

「彫刻と身体」をテーマに,ジャコメッティ

による2メートルもある細身のブロンズ像「歩

く男Hommequimarche」(1960)を鑑賞した。

子どもたちは,彫刻の横に立ち,大きな歩幅を

またぐポーズを同じようにとってみることで,

バランスを取ることの難しさや彫刻の持つ表現

力を自分の身体を通して体験した。そして彫刻

の特徴を解釈してスケッチする。2メートルの

立体を,消しゴムを使わずにA4の画面に収め

ることは容易ではない。しかもこれは,「人間

について最も大切なものは何か」,そして「ジャ

コメッティはその答えを作品にどう表現した

か?」という問いに答える作業でもある。

また,「逆さまの絵とヒーローの絵」をテー

マにバゼリッツの絵画を鑑賞した。傷に覆われ

た足を描いた作品もあり,戦争から逃れてきた

子どもたちの心の傷を刺激してしまうのではな

いかという不安がスタッフにはあった。しか

し,子どもたちはこのような作品にも応える強

さがあり,むしろバゼリッツが幼少時代に戦争

を体験していたことが子どもたちに強い印象を

与えた。「世界がどのように成り立っているか」

というバゼリッツの探求に子どもたちは反応し

た.頭の中で考えを逆転させることで,ニュー

スを異なる視点から見ることを,バゼリッツの

作品のように上下を逆さまにした犬の絵を措

くことで表現してみた[DanskRodKors2006]。

そしてヒーロー・シリーズの絵画では,「ヒー

ローはどんな人か」という質問から,「男性だ

けなのか」,「女性もいるのか」,「各人にとって
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のヒーローまたはヒロインは誰か」という問い

が導きだされ,回答は絵画制作を通して行われ

た。

子どもたちは,時には自分たちの限界を越

えなければならないほど,深く集中し,制作

することを求められる。 「作品が何を表してい

るのか,そして人生はどう解釈できるのか」

[Chayder2007:15]という問いに答えようと

挑戦しているからである。 そして,ハイダー

[2007:12-15]の語るように,「芸術が子どもた

ちを救えるわけではない。 しかし,作品に出会

い,皆で語り合い,創作することで子どもたち

が自分の人生や過去について,言葉以外の手段

も使い,考える機会を提供している」のである。

「子どもたちは良い経験と自信を培うことがで

きた。耳を傾けてもらい,お互いに経験を共有

し,そして難しく轟鋸田なテーマについても感情

を表現する能力を身につけた」[Chayder2007:

15]のである。

5月には赤十字施設の学校で子どもたちの作

品展が開かれ,家族も含め,結果を鑑賞するこ

ともできた。そこでハイダーは子どもたちの抽

象的な思考能力を高く評価したうえで,「この

プロジェクトの目的は美術教育と生活の質の向

上です。なぜなら美術は生きることに関する

ことなのです。 どこに住もうと美術は世界中

に存在します」と述べている[DanskRodKors

20061c赤十字の美術教師であるマイケン・

リースホルトMaikenRiisholtは,「自由な心で

挑戦し,誰もあきらめなかった-そして皆が毎

回,(ルイジアナへの)訪問を心待ちにしてい

た」[DanskRedKors2006]と語った。 赤十字

は,「このプロジェクトは美術学習としても人

間的な経験としても,すばらしい成功をおさめ

た」[Chayder2007:15]と評価しており,継続

することが決まっている。

3-2. プロジェクトの意義

デンマークは住民1,000人当たりの難民数で

は12.0[UNCHR2006:224]と先進国のトップ

に立つが,2002年から庇護申請の審査基準を

厳しくし,200台年のEU指令「庇護希望者受入

れについての最低基準」にも参加していない

[UNCHR2006:34]。 デンマーク滞在者の庇護

申請数は,2000年の10,347から,2006年の921

[statisticsDenmark2007]と減少している(13)r表

6]。赤十字を中心とする国内の10施設で生活

している庇護申請者は2,479名である[Danish

ImmigrationService2006]。 また,2004年に庇護

申請をした保護者のいない子どもたちは117名

[DanskRedeKors2006]だった。 決して増える

傾向にあるわけではなく,むしろますます少数

派になっている集団である。 申請の結果を待つ

庇護センターの住民は,デンマークに留まる,こ

とができるのか,帰国あるいは第三国への出国

を迫られるのか,将来は不確かで不安なもので

ある。このプロジェクトは少数の,社会的に身

分の不安定な状態の人びとを対象としているの

である。

デンマーク博物館協会OrganisationDanske

Museer(ODM)は,「変化に富んだ時代にお

ける博物館の目的と機能」および「博物館の

コミュニケーションに関する新しい需要と展

望」を議論されるべき課題として提示してい

る[Lene2006]。 そして新しくデンマーク人と

なった人びとは,近年ますます博物館から重視

されるようになっているターゲット・グループ

であり,「グローカルな博物館glokalemuseum」
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表6　デンマーク滞在者の庇護申請数

出典:StatisiticsDenmark.2007. Applicantsofasylumbytypeofasylumand

timeinhttp://iuww. ∫tatbank.dk/statbank5a/default.asp?ia-1152(30May.

2007

は自らの文化への洞察および我々をとりまく

世界-の視点も与えてくれると指摘している

[Lene2006]。 このプロジェクトのように,地

域にいる難民という少数ではあるが多民族のコ

ミュニティーを対象に行う活動が,同時に地球

規模のコミュニケーションを引き起こしている

と考えられるのではないだろうか。 美術評論家

ホ-・バンルーHouHanru[2003:36]が述べ

ているように,「グローバル対ローカルの問題

は,今日の芸術と文化の議論の中心にある。 し

かし,グローバルとローカルは相反する別々の

存在ではない。一つのコインの裏と表であるの

だ」。

美術館によるアウトリーチは,コレクション

あるいは美術の価値をあらためて認め,美術館

自らの姿を認識する機会にもできる。 その過程

においてこのようにパイロット版を行い,評価

や調整をすることも大切であろう。 そして参加

者たちは,今まで触れる機会が少なかった美術

や新たな視点を知り,体験し,語ることを通し

て,今後の生活で美術館を活用できるようにな

るかもしれない。 特に近代および現代美術館の

場合,様々なジャンルがあり,作品の理解や評

価が定まっていない作品があるため,自由な対

話が必要であるし,それをルイジアナのように

独自のメソッドで専門のスタッフが導くことも

可能である。

また,今日の美術にとって,社会の少数派の

人びとによる解釈が重要になる可能性もある。

なぜなら「アートというのは絶えず端っこに

あって,境界や意味というものに挑戦し,与え

られたものを再形成し,そして新しいものを形

成しようと」[ニッテイヴ2006:209]している

からである。

4. まとめ

美術館の存在意義とは何か。 コミュニティー

との連携を重視した一つの答えが,アウトリー

チとして実施されている。 ルイジアナのプロ

ジェクトのように,アウトリーチを通してコ

ミュニティーが経験することに存在意義は反映

されているだろう。 結果として認識されること
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はコミュニティー-の貢献だけではなく,コレ

クションそのものの価値を評価することにもつ

ながるだろう。

イギリス図書館のアウトリーチ報告

[DepartmentofEducationandScience1983]の監

訳者は,demandとneedsの違いを前者は顕在化

した要求や需要を,後者は潜在的な要求や需要

を意味すると解説している。 美術館において

も,潜在的なビジターを見つけ出すことが社会

的な役割の一つといえるのではないだろうか。

美術館の経営は,コレクションや来館してい

るビジターのみを見ていては,時代に適した存

在であり続けることは難しい。 ルイジアナのパ

イロット・プロジェクトは,環境から新しく自

らの存在価値を見つけ働きかけた事例といえ

る。アウトリーチが実施されることで,美術館

の意義は具体的に提示されるであろう。 また,

アウトリーチで発見あるいは再発見できる美術

館の利用価値,美術の可能性を,今後は第三者

の評価も含め,他の美術館や社会に広く認識し

てもらうことも重要な課題となるだろう。

〔投稿受理H2007. 5.26/掲載決定日2007. 6.12〕

注

(1)本論文においてCommuniり,は「コミュニティー」

と訳している。 公式の翻訳および文部科学省など

の文書で「地域社会」とされているものは,その

まま使用した。 ただし,後述するように地理的な

集団だけでなく,共通の関心によって結ばれる集

団も含まれるため,「コミュニティー」が適切と考

Edfi*

(2)EU各国の博物館組織を中心に博物館の発展と協

力を目的に活動している。

(3)美術史における「近代」は,19世紀後半のマネ

および印象派以降とする説[Greenburg2003:775]

や印象派の終結以降とする説[Cassou1996:264]な

どがある。 「現代」は,20世紀以降とすることもあ

れば,戦後,あるいは1970年代以降とする場合も

あり定説はない。 ニューヨーク近代美術館の初代

館長アルフレッド・H・バール・ジュニアAl丘ed

H. BarrJr.は,modernとcontemporaryの違いは時間

的なものより質的なものであり,modernが進歩的,

オリジナル,挑戦的という意味を持つのに対して

contemporary(ま安定的で学術的な意味であると解

釈している[Kantor2002:366]c「近代美術館」の

名称は,各館のとらえる「近代」以降今日に至る

作品(現代美術も含まれる)を扱う美術館として

用いられていることが多い。
(4)詳細な小項目がさらに存在しており,全てを数

えると307になる。 ただし「その他」,「ジャンル不

明」の項目は除く。

(5)15ジャンルのうち一つは建築家,ミ-ス・フア

ン・デル・ローエのみの項目であるため,数えて

m*BB

(6)所得,年齢,学歴などや差別が原因で社会やコ

ミュニティーから疎外されるsocialexclusi。 n(社会

的排除)を減少させる政策などを指す[Baldock

etal. 2003:ll,27]c

(7)第-回,第二回ともに湘南国際村センターで開

催。かながわ学術研究交流財軋日本経済新聞社,

国際交流基金(第二回は助成)が主催。

(8)現シカゴ美術館長

(9)文部科学省[2003:112]は,科学者の社会的役割

としてアウトリーチを取り上げており,「アウト

リーチとは,リーチアウト(reachout)という言

葉が名詞化された言葉であり,もともとの意味は

『手を伸ばす,差し伸べる』などである。 欧米では

普通に使われている言葉であり,アウトリーチ活

動は,科学技術に限らず,芸術・医療・福祉など

の分野でよく行われている」と解説し,「単に出張

サービス的な活動ではなく,科学者のグループの

外にいる国民に影響を与える国民の心を動かす活

動」としている。

(10)芸術文化の振興による創造性豊かな地域づくり

を目的に,全国の地方団体等の出指により1994年

に設立された財団。

(ll)ニューヨーク市住宅公団NewYorkCityHousing

Authorityが管理する建物にある高齢者用活動施設。

138カ所のうち96カ所はニューヨーク市高齢者対策

局NewYorkCitysDepartmentfortheAgingが,残

りはコミュニティー団体が運営している[Cityof

NewYork2007]
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2006年8月17日(木)11時から12時に,子ども

ハウス1階スタジオにてインタビュー。

EU全体における申請数も2002年から減少してい

る[UNCHR2006:36]c
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